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1　 目的

　 男女 共同参 画時 代 と な り ， 女性 が 社会 に 提

言 ・進出す る機会が 盛 ん と な っ て 歓迎 され て い

る 。と同時に ， 炊 事や 育児等 の 家事作業 も男女

が 共に協力 し合 っ て 営 ん で い くこ とが推進 され

て い る。筆 者らは そ の 中で 生 活の 基盤 となる 食

事作 りの 現状 や 課題を認識 し て ，食事環境の 改

善方 策 を見 い だ した い と 考え て い る u そ こ で ，

現 在と将 来の 家族構成や 食事作 りへ の 関わ りに

つ い て調 査 を行 っ たの で 報告 する 。

ff 調査方法

1 ）調査 の 対 象 ： 本学 園付属高校生 1年 59名

（男 チ40名，女 r−19名） と本学 食物 栄養学科 2

年87名 （全員女子 ）で ある 。 対象者の 属性 を表

1 に示 した 。

2 ） 調査 の 時期 ： 平成 12年 7 月

3 ）調査 の 方法 ：生活環境 と食事作 りに つ い て

の 調査 用 紙 を作成 し て （巻 末 に 添 付 ），対 象

表 1　対象者の 属性
名

家族構成 父 母 祖父 祖母
一ノ  っ ゴ

・
拡大家族 核家族

高校生

男

r1
＝403639

［8 ［9122218

　女

r1
＝19181989391

〔｝

短大生
　女

11
二87

ア2751539
　　 E134146

者 に授 業時間の 中で 配布 し，記入 して もら っ た。

その 際，調査の 主 旨を高校生 には 家庭科教員が ，

短大生 に は 筆者 らが説明 し て 回 答を得て 集計 し

た 。

皿　結 果 と考察

1 ．将来の 家族構成

　将来の 家族構成 の 希望は 表 2 ，図 1に示 した 。

結婚後 は ｝供 と暮 ら し，子供が 独立 （自立 ）す

る と夫婦 2 人暮 ら し ， 70歳頃の 高齢期 も夫婦 2

入 暮ら し の 生活 を希望する 者の 比 率が 高 く， 高

校 生 で は 各 々 42 名 （71．2％ ），40名 （67．8％ ），

お おすが 　よ うこ 喰 物 栄養学科D　　 い しづ か 　み つ よ 喰 物 栄 養学科 ｝
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表 2　将来の 家族構成の 希望

名 （％）

　 　 年　 　代

　 　 　 　 　 対 象 者
内 容

丿こ婦 2 人 暮 ら し

夫 婦 ・息子 や 娘 と同 居

親
・夫婦 ・息 f’や 娘 と

同居

親
・
夫婦 の 同居

1 人暮 ら し

その 他

結婚 後
息子 や 娘 が

自立 した 頃
70歳の 頃

高校 生 短 大生 高 校 生 短 大生 高校 生 短 大生

　 7
（1ユ．9）

　7
〔8．0）

　40
（67．8）

　54
〔62．1）

　36
（61．0）

50
（57．5｝

　42
（712 ｝

　52
（59．8）

　 7ql
．9＞

　 15
〔17．2）

　 H
〔18、6）

　28
（32．2）

　4
（6．8 〕

　23
（26．4）

　　1．
（1．7冫

　3
〔3，4）

　2
（3．4）

　2
〔2．3＞

　且

q ．7）

　1
〔1．1）

　 7ql
．9）

　12
（13．8）

　1
（1、7）

0
（0）

　3
（5．1）

0
（0）

　1
（1．7）

　皇

〔1．1＞
　4
（6、8）

　3
（3．4）

　2
（3．4）

　4
〔4．6）

　3
（5、1＞

　2
〔2、3＞

　5
（8．5）

　4
〔4．6）

　 　 　 　 　 　 結婚後

懿
戴

創 や 娘漁 礁 し臘

陵
　 　 　 　 　 70議の 壊

　 　 　 　 　 　 結婚餮

譲
〉争 息 ド．や 嬢 が 1／拉 し纐

擁

　 　 　 　 　 アfi餓 の 職

　 　 o　 　 　 I〔1　　 2韓　 　 鶲 　 　 　4◎　 　 50　 　 60　 　 ア0　 　 8◎　 　 SD　 　 tn（蕁（％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 報 添 〉

戀 乗 婦 ：杭 暮らし　　　嬲 艦 ・夫嫌 急 駆 娘とi肖1居 鑢 1人 鋒らし

難 喪鰄 鬆 予や 娘 た同 居 驪 親 ・夫 婦 の 購 居 　　　　驤 その 他

図 1　 将来の 家族構成の希望

36 名 （61 ．0％ ）， と な り， 短 大 生 で は 52 名

（57，8％），54名 （62．1％ ），50名 （57，5％ ）と な

っ て い た 。 結 婚後は子 供を産み育て，SU
’
r一水入

らずの 生 活を，子供が 成長 し ， 独 立 した後 は夫

婦水入 らずの 生活 を望 ん で い る 。 そ の 反 面 ， 高

齢期 には 子供 との 同 居 を希 望す る者が ， 高校 生

11名 （18．6％ ）， 短 大生 28名 （32．2％ ）お り，子

供が 独立 時 の 同居 の L5 〜L9倍 と な っ て い た 。

老夫婦 2 人 の 暮ら しを望む もの の
， 不安の ある

こ と も伺 える 。

　 また ，短大生 に 結婚 後は親 ・夫婦 ・子供の 三

世代同居 を希望 す る者が 23名 （26．4％ ）い て 意

外 に 多い と思 っ た 。 これ を現在の 家族構成 別に

み てみ る と，結婚後は親 ・夫婦 ・子供 との 同居 ，

子供が 独立 の頃と高齢期は 夫婦
・
子供との 同居

を希望す るが ， 拡 大家族 （三 世代同居）の 者は

各 々 14名 （34 ．1％ ）， 9 名 （22，0％ ）， 19名

（46．3％ ） とな り，核家族 （二 世 代同居 ） の者

は 9名 （19．6％）， 6名 （13，6％）， 9名 （19．6％）

とな っ て ，現状の 親 ・祖父 IYとの 同居生活 を反

映 して い る と言えた 。 高校生 の 場合で も， 結婚

後は親 ・夫婦 ・子 供の 同居，子 供が独 立の 頃 と

高齢期 は夫婦 ・子 供 との 同居 とする 者が拡大家

族で は 3 名 （9．3％ ）， 6 名 （18．8％ ）， 7 名
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（21 ．9 ％ ），核 家族 で は 1 名 （3．4％ ）， 1 名

（3，4％ ）， 3 名 （10．7％ ） と な り，短大 生 に 比 べ

て 低 率なが ら も同傾向と な っ て い た。

　 著者 らが 行 っ た 高齢 者の 希望す る家族構 成に

お い て も 「2 〜 3世代 同居 した い 」が高齢者予

備 軍 （平均 年 齢 62，9歳 ） が 15．0％ ，高齢 者軍

（平均年齢71D 歳）が 34、5％ を示 し， 「2 〜 3 世代

同居 して い るで あ ろ う」が 高齢者 予備軍 15．0％ ，

高齢者軍 28．9％ とい う結果 を得て い る 。

聖 ・

　富 山県は 二 三世代 同居率が 27，8％で ，全 国平均

の H ．5％ よ り高 い こ とも一因 と考え られる 。

　結婚 後は 夫婦 ・子供 と の核 家族の 生活 を希望

して い る者 が 71．2〜59．8％ と高 い こ とか ら若 い

世代 が核 家族 で 生 活 して い ける技術 的 ・経 済的

能力 を備 えて い る こ とが肝要で あ り，訓練 に よ

っ て 備 えて い か なけれ ば な らな い と い う認識を

もたせ る こ とが大切 と言える 。

　短大 生 は 親 ・夫婦 ・子供 との 同居 を望 み ， 子

供が 独 疏す る と，子供 と同居 （3，5％ ）す る よ

り親 と同居 （13．8％ ） となっ て，親 をみ る 意識

が強 い の だ ろ うか と も考 えた 。

2 ．食事の 支度状況

1）料理作 りの 担 当者

　現 在の 食事作 りの 状況 は表 3 に示 した 。料理

を作 る 人 は 母 親 が 主 体 で ， 高 校 生 が 54 名

（91．5％ ），短大生 が 65名 （74．7％） とな っ て い

た 。 また ，祖 母 ・自分 とす る者 も，高校生 が 8

名 （13，6％ ） ・2 名 （3．4％ ），短 大生 が 12名

（13．8％） ・23名 （26．4％） とな っ て い た 。 短大

生 の 自分 とする 者に は 下宿 生が 11名含 まれ て い

る の で ， こ れ を除 くと12名 q3．7％） の 低率 に

なる 。 食物栄養学科 に在籍 しな が ら ， 実際に 料

理 に た ず さ わ る者が 10％程度 とは残念に思 う。

反面 ， 高校生に 自分 とす る者が 2 名お り，少数

だが好 ま しい と思 っ た。

　 また ，
こ れ を家族構成別 にみ る と拡人家族で

は 母 親83．6％ ， 祖母 26．0％ ， 自分9．6％ とな り ，

核 家 族で は母 親75．7％， 自分 28．4％ とな っ て ，

何れ も母親 中心 で あ っ た 。 しか し，自分 とする

者が拡 大家 族 よ り核家族 に 多 く，生 活環境 に 影

響 され る こ とが 伺 えた 。

2 ＞食事の 準備

　食事の 準備の 内容 と し て は 「手作 りが 多い 」

が 高校生 51名 （86，4％ ），短大 生 65名 （74．7％ ）

とな り，好 ま しい 傾 向 と思 えた 。 「既製品 ・惣

菜が 多 い 」が ，高校 生 5 名 （8．5％），短大生 9

名 （ユO．3％ ） お り，食率に の せ る 際 に はそ の ま

まの 姿 （パ ッ ク 等） で は な く，野菜か 何か
一一

品

を添えた り， 切 り方や 盛 り付け 皿 を
一
r：夫 した り

して ，手作 りの 心 を生 か し て ほ しい も の と思 っ

表 3　 食事の 仕度状況

料 理 を 作 る 人 （複数回 答 ） 食事 の 準備 手伝 い の 頻度 手伝 い の 内 容 （複 数 回 答 ）

　　　橡 者
内容

高校生 短 大 生 　　　橡者
内容

高 校 生 短 人 生 　　　橡 者
内容

高校 生 短 大 生 　　　橡 者
内容

高校生 短大生

自分 2 〔3．4123 ｛26，4）
手 f乍 り が

多 い
51（86、4｝77（88．5）毎 日す る 6（102｝ 17｛19．51 調理 12（20．3157〔65．5）

母 54｛91．5165 （74．η
既 製 品 惣 菜

が 多 い
5 ｛8，5〕 9（10、31 ほ とん ど毎冂 5 （85116 ｛互8．4） 配 膳 17｛28．8｝35〔40．2）

父 2 ｛3，410 　 （0）
宅 配 出 前

が 多 い
3 ｛5．D1 （1，1）時 々 す る 22（37．3134 （39．1） 後片付 け 28（47．5139 〔44，8）

祖母 8（13．6｝ 12（13．8） そ の 他 0　 ｛0〕 0　 〔  まれ にす る 10（16．9［ 13｛i4．動 そ の 他 1 （1，713 （3．4）

祖 父 0　 （0） 〔〕　 （0） 全 く しない 16〔27．1） 5 〔5．η

兄 弟姉妹 0　 〔0） 3 ｛3．4｝ 無記入 0　 （Ol2 〔2．31

他 の 人 2 （3．412 ｛2，3）
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図 2　食事の準備　
一

拡大家族 と核家族の 比 較一

　 こ れ を拡 大家族 と核家族で 比較 し て み る と

（図 2 ）， 両 者 とも 「手作 りが多 い 」 とす る もの

の ，拡大 家族 の 91，3％ に対 して 核家 族 は82，4％

とな っ て わずか に低 く，反面 「既製品 ・惣 菜の

利 用が 多 い 」は 拡大 家族 の 5．6％ に 対 して 核家

族は 13．5％ と高 くな っ た 。 P想道 りの 傾 向 と言

えた 。

3 ） 手伝 い の 頻度 と内容

　食事作 りへ の 参加 （手伝 い ）状 況 は 「毎日す

る ・ほ と ん ど毎 日す る 」が あわせ て 高校生 11名

（18．6％ ，内男 子 5 名 の 12，5％ ， 女
．
∫
− 6 名の

31，6％ ），短大 生 33名 （37．9％ ）と な り， 両者 と

もに 低 い 結 果 とな っ た。特 に短 大生 で 「まれ に

す る
・全 く しな い 」 が あわ せ て 18名 （20，7％ ）

い る 。 女 f 短大生 の 欠 食率が 朝食 5．0％ ， 夕食

5．5％で ある こ とや
z

， ア ル バ イ ト，遠距離通学

等で 帰宅 の 遅 い こ ど ” も影響 して い る と考 え ら

れる が，将来 に 不安を感 じざる を得 ない 。 また，

高校 生 の 男子 に 「全 くしな い 」が 1／3 （13名の

32，5％ ） い た。手伝 い に つ い て ，本人 に 「す る

気が ない の か」ある い は 「す る気が あ っ て も出

来 ない 状 況なの か 」 を今後検 討 して み た い
。

　食事作 りへ の 参加内容 と し て ，高校生 は後片

付 けが 28名 （47．5％ ） と最 も多 く，次 い で 配膳

が 17名 （28．8％），調理が 12名 （20，3％）で あ り，

短大生 は 調理 が 57名 （65，5％） と最 も多 く，次

い で 後片付 け が 39 名 （44．8％ ），配 膳 が 35名

（40．2％ ） で あ っ た 。 しか し，短大生 の うち 下

宿生 を除 くと，調理 60．5％ ，後片付 け 36．8％ ，

配膳 31、6％ と低 くな っ た。 また ， 調理 ， 配膳 ，

後片付け の どれ に も参加 して い る者は高校生 4

名 （6，8％ ，男子 2 名，女子 2 名），短大 生 6 名

（6．9％ ，下 宿生 を除 く） い た 。 高校 生で は ，将

来進学等で
一

人暮 ら しを迎 える者 もい る と思 わ

れ る の で ，多 くの 者 が ， 手伝 い に参加す る こ と

を期待す る 。 短大生 も将 来栄養士職 をめ ざす も

の と して の 自覚 を持 ち，実践力 を身 に付 けて お

表 4　 将来 の 食事つ くりの 必 要性

名 （％ ）

内容

対象

必 要で ある

あま り必要 と

思 わない

必要 と

思 わない

高校生 理 　　　　　 由 （複数 回 答〉

・
1＝40 女n＝19

短大生

n＝87 項　　　　 目 高校生 短大 生 項　 　 　 　 目 高校 生 短大権

52 〔88．P
夫婦共働きだか ら 6ql ．5｝ 22〔25、9〕 誰で も作るこ とが大切だ か ら 22〔42、3｝42〔494）

85〔97．7）
判理作 りは 好きだ から 21qO、4｝ 30〔35、31子育てで 夫（妻）が忙 しい か ら 4σ．71414 ．7〕

182．5）19qDoo｝
好 きな食物を食べ たい か ら Il（21．2｝ 18｛2L21男 女平等の 社 会だか ら 7（13．5｝ 12q4．D

自分で 作る 物 と思 うか ら 8q5 ，4｝ 35〔4L2） そ の 他 1 〔1．9〕 2 〔24）

6qO ．2｝ 仕事を して い る か ら 2 〔28、6〕 1 ｛50．ω 夫凄 ）が 作る か ら 3〔429｝ 0 ω 〕

q5、0｝　 0 ゆ
lq ．11

料理作 りは 面倒 〔嫌 い ）だか ら 2 〔28，6〕 0 〔0｝ 娘 億 子1が 作る か ら 0 〔0） Ol ω

1 〔1．7｝ お店 を利用する か ら o （o〕 0 ｛0〕 親が 作るか ら 01 ω 0 〔〔D
〔2．5｝　 O 〔ω

1 〔1．D
自分で 作る もの と思 っ て ない o （o） 0 〔ω その 他 0 （0｝ 0 〔ω
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くように強 く願望 す る 。

3．将 来の 食事作 り

　 将 来 ， 自分 自身が 食事作 りの 必 要性を感 じて

い るか の 有無 と理 由を表 4 に示 した。

　 食事作 りは 「自分で しなけれ ば な らない 」 と

必 要性 を 自覚 し て い る 者 は ，高 校 生 が 52 名

（88．1％ 〉，短大 生 が 85名 （97，7％ ） と両者 と も

に 高 い 比 率 を示 し，将来 に 希望の もて る 数値 と

思 えた 。

　 しか し，高校 生 の うち，女子 は全 員が必 要性

を感 じて い たが ，男子の 7 名 （17．5％） は 必要

性 を感 じて い なか っ た 。 短大生 で も 2名が必要

性 を感 じて お らず ，こ の 2 名 は 共に食事作 りに

参加 して お り，意外 で ある 。

　 また短 大生 で 手伝 い に 参 加 して い な い 18名

（表 3 ）全員 は，将来 の 食 事作 りの 必要性 は感

じて お り安心 した 。

　 食事作 りの 必要性 を感 じる理巾 として，高校

生 は 「誰で もつ くる こ とが大 切」22名 （42．3％），

「料理 作 りが 好 き」21 名 （40．4％ 〉，「好 きな物

を食べ た い 」ユ1名 （21．2％ ）， とな っ て い る 。

特 に 男子 で は 「誰で も作 る こ とが 大切 」 15名

（37．5％ ），「料理 作 りが 好 き」 ll名 （27．5％ ），

「男女平等の 社会」 6 名 （15，0％ ） とな っ て い

て ，男女共生 社会と して の 自覚が 現 れだ して い

る ように 思 っ た。

　短 大生 は 「誰 で も作 る こ とが 大 切」 42 名

（49．4％ ），「料理 作 りが 好 き」 30名 （35．3％ ），

「自分 で 作 る もの 」 35 名 （41、2％ ），「共働 き」

22名 （25，9％ ）と な っ て い て ，食事の 準備 は 自

分 （女性）が す る もの とい う意識 の ある こ とも

伺 えた 。 母親 ・ド体 の 食事作 り （表 3 ） の 影響と

も言える 。

　 自販機や コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア 等の 普及で 食

事環境の 変化 ・進展 はめ ざまし い 。外食，テ イ

ク ア ウ ト食品 ， 加工 食晶等 と台所 の 省力化 ・外

部化が進む中で 「食」に対す る価値観 も多様化

して ，生活習慣病の 多発化 ・
低年齢化，食行動

の 混 乱 （コ 食化） ・不規則性 等多 くの 課題 が 山

積 して い る 。

　 「健康 日本21」「新 し い 食生 活指針」 等が 推

進 されて い る中で ，健康で あ る こ と の 意義を認

識 して実践する 意欲 を高め ，確かめ る 必要性に

迫 られ て い る 、日常生 活の 基盤 は健全 なる生活

で あ り ， そ の た め の 食教育 に つ い て 食行動 も含

め て検討を加えた い 。

N 　 ま とめ

　付属 高校生 1 年59名 （男子 40 名，女子 19名）

と本学食物栄養学科 2 年87名 （全 員女子） を対

象に ， 現 在 と将来 の 家族構成や 食事作 りへ の 関

わ りに つ い て 調査 を行 っ た とこ ろ ， 以 ドの 結 果

を得た 。

1）対 象者 の 属性 は拡大家族 と核家族が 高校生

31名 と28名，短大生41名 と46名で ある 。

2 ）将来 の 家族構 成は，結婚後は f一供 と暮 ら し，

子供 が独立 す る と夫婦 2 人，高齢 期 も夫婦 2 人

の 生 活 を希望 す る者が ，高校生 42名 （71．2％ ），

40名 （67，8％ ），36名 （61．0％ ） で ， 短大 生 52名

（59，8％ 〉， 54名 （62．1％ ）， 50名 （52．5％ ）で あ

っ た。

3 ） 高齢期 は r一供 と同居 を希望す る者が 高校生

ll名 （18，6％ ），短大 生 28名 （322 ％ 〉 で ， 子供

の 独立 時も同居の 1．5〜L9倍で あ っ た。

4 ） 短大 生 に結婚後は親や 子供 と同居 を希望す

る者が 23名 （26．4％ ） い て ，拡大 家族の 者 14名，

核家族 の 者 9 名で あ っ た 、，

5 ） 現 在 の 食 事作 りは 「母親主体 」「手作 りが

多 い 」 とす る者 は 高校生 54名 （91，5％ ），51名

（86．4％ ），短大生 65名 （74．7％），77名 （88．5％ ）

で あ っ た 。

6 ）食事作 りへ の 参加状況 は 「毎 目す る
・
ほ と
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ん ど毎 日す る 」が 高校 生 11名 （18．6％ ）， 短大

生 33名 （379％）で あ っ た 。

7 ）将来の 食 事作 りは 「自分で しなけ れ ば な ら

な い 」 が 高校 生 52名 （88．1％ ），短 大 生 85 名

（97．7％ ）で あ っ た 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活 環境 と食事 作 り の 状況調査

　 生 活 の 基 盤 と な る 食事作 りに つ い て 、そ の 状況や 要 望 を 認識 して 食事環境 の 改善方策 を 見 い だ し、皆 さん の 将 来

に 役立 つ よ うな助言 を め ざ し て い ます／t
　 以 ドの 質問 に お 答 えくだ さい 。 　 （該当す る項 目に （：）印をつ けて くだ さい ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男
・女 　 　　　 　　 学　年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居 住地 　　 　　 　　 市町村

口」 家庭状況 に つ い て お聞 きします 。

　 1 ）　 現 在の 家族 構 成 （い っ し ょ に住 ん で い る 方す べ て に ⊂）を つ け て くだ さい ）

　　　　 父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 弟 妹 そ の 他 の 方 （ 　）

　 2 ＞　 将 来、こ うあ りた い と思 う家族構成 を a
〜

c そ れ ぞ れ に つ い て 1 つ 選 ん で くだ さ い 、、

夫 婦 2 人 暮

ら し

夫 婦
・
息 了

．
や

娘 の 同 居
親 ・夫婦 ・息
子 や 娘 の 同 居

親 ・夫 婦 の

同 居
1 人 暮 ら し そ の 他

a　 結 婚後

b　 基｝．∫・や 娘 が

　 「 」ヒ し た 頃

c　 70歳 の 頃

團　現在の 食事 の 仕度 に つ い て お 聞 き し ます 。
　 D 　 食事 の 仕度 は 主 に 誰が し て い ら っ し ゃ い ます か 、，
　　　 1　 自分　　 2　 母　　 3　 父　　 4　 祖母　　 5　 祖 父

　　　 6　 姉 （妹 ）　 　 7　 兄 （弟 ）　 　 8　 そ の 他 （　 　 　　 ）

　 2 ）　 食事 の 準 備 は ど の よ うに さ れ て い ます か。
　 　 　 1　 手 作 り　（家 で 作 る） が 多 い

　　　 2　 出来合 い の 惣菜 を利用す る こ とが 多 い

　　　 3　 宅 配 業者 （給食）や 出前 （仕出 し） を利用す る こ とが 多 い

　　4　 そ の 他 （

3 ）　 お 手 伝 い を よ く し ます か。
123

■
45 難1

・

… …

まっ た く し な い

　 　 　 　 　 　 ）

4 ）　 そ れ は 主 に どん な 内容 で す か。
　 　1　 調 理

　 2　 配 膳

　 3　　了麦丿寺つ 「tナ

　 4 　 そ の 他 （　 　　 　　 　　　 ）

圖 　将来、食事作 りは しな け れ ば い け な い と 思 い ま すか 。
　　 該当す る 理 由す べ て に ○で 答 え て くだ さ い 。

1 思 ら

冠 钁攤藁蹴

：鮭：：〕… 〔撫 難

　料 理 作 りは 好 きだ か ら

　自分 で 作 る も の と 思 うか ら

　子育 て で 夫また は 妻が 忙 しい か ら

　その 他 （　　　　　　　　 　 ）

　料 理 作 りは 面 倒 （嫌 い ）だ か ら

　自分 で 作 る もの と思 っ て な い か ら

　娘 また は 息子 が 作 る か ら
　 そ の 他 （　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ご 協 力 あ りが と う ご ざい ま した。
食事作 り環 境 を 考え る 研 究 会

ー
〕

（石塚 ・大菅 ・北 陸電 力KK．地 域 総 合研 究 所 ）
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